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パトモス島 (Patmos) は、エーゲ海に浮かぶギリシアの小島（面積：34.6㎢／最高標高：269m）。→エーゲ海のエルサレム
ローマ帝国はこの島を流刑地（監獄島）として用い、西暦95年には皇帝礼拝を拒んだ使徒ヨハネがドミティアヌス帝（在位：81年～96年）
によってこの島に流された。
その後、人の住まわぬ土地となっていたが、東ローマ帝国コムネノス王朝のアレクシオス1世（東ローマ帝国－ビザンツ帝国－コムネノス
王朝の初代皇帝－在位：1081年～1118年）が、1080年に正教会（ギリシア正教もしくは東方正教会）のクリストドゥーロスにパトモス島を
下賜したことから、大きく変わった。
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★七つの教会にあてた手紙から見た今日の私たちへの教訓 ・・・

〈１〉エフェソの教会にあてた手紙（黙示録2：1～7）

☞愛を持つ（初めの頃の愛を持て）
☞悔い改めて初心に帰る（最初に光を見いだしたところを見よ）

〈２〉スミルナの教会にあてた手紙（黙示録2：8～11）

☞恐れない

→愛には恐れがない。完全な愛は恐れを締め出します。(Ⅰヨハネ 4：18ab）

〈３〉ペルガモンの教会にあてた手紙（黙示録2：12～17）

☞悔い改める（悔い改めよ）
☞妥協しない（真の妥協は攻撃的である）
☞妥協は急激に訪れるものではない
☞人は当初の標準を下げようとする傾向が常にある



〈４〉ティアティラの教会にあてた手紙（黙示録2：18～29）

☞大きな問題が小さな場所で起こるし、大きな問題が小さな教会にも起こりうる
☞能力のある人も間違うことがあり得る
☞福音（信仰）がすべて（キリストの福音とその信仰を固く守れ）

〈５〉サルディスの教会にあてた手紙（黙示録3：1～6）

☞生きているのは名ばかりで、実は死んでいる状態になり得る（目を覚ませ）
☞悔い改める（悔い改めよ）

〈６〉フィラデルフィアの教会にあてた手紙（黙示録3：7～13）

☞神の永遠の計画・恵みの機会＝忠実な人々にはたとえ力が弱くても、必ず訪れる
＝災いや迫害や嘲笑の中から棘を取り除いでくださる

☞イエス・キリストが天の宝庫を支配しておられる



〈７〉ラオディキアの教会にあてた手紙（黙示録3：14～22）

☞基本に立ち帰る（黙示録3：18）
☞悔い改める（悔い改めよ）
☞義認（火で精錬された金を買う／白い衣を着る／見えるために目薬を買う）

→人は皆、罪を犯して神の栄光を受けられなくなっていますが、
ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して、
神の恵みにより無償で義とされる（→義認）のです。

（ローマの信徒への手紙3：23～24）



★聖書が記す「悔い改め metanoia」とは・・・聖書の58か所（62個）に記述がある

①神が命じられる（使徒17：30）
②神の憐みにより導かれる（ローマ2：4）
③悲しみの気持ち（神の御心に適ったもの）からくる（Ⅱコリ7：9,10）
↓
自分を退け（NKJ：ひどく嫌う、NI：蔑む）、悔い改める。（ヨブ42：6b）
↓
悔い改める→①恵みの御業によって贖われる（イザヤ1：27）

②いやされる（イザヤ6：10）
③滅びから免れる（ルカ13：3,13：5）
④罪が赦される（ルカ17：3,17：4,24：47）
⑤罪が消し去られる（使徒3：19）
⑥取り消されることのない救いに通じる（Ⅱコリ7：10）

わたしは愛する者を皆、叱ったり、鍛えたりする。だから、熱心に努めよ。悔い改めよ。
（黙示録3：19）



↑ボスポラス海峡とダーダネルス海峡

小豆島→


